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はじめに 

 

 

日本公認心理師養成機関連盟は 2020年1月に、「公認心理師心理演習の手引き（大学教員用）2019

年度版（2020年1月版）」を公表した。この手引きは 1つのモデル案として提示したもので、確立・

確定したものではなく、それぞれの大学での心理演習の計画立案の参考にしていたいただき、その

実施経過をもとに、さらに工夫改善していくものである。 

その後、本会の第4回から第9回の研修会等（第5回は中止）を通じ、新型コロナウイルス感染

症のまん延に対する対応なども含めて、心理演習のあり方が検討されてきた。この 2022 年改訂版

は、それらの検討結果を参考にして改訂した。 

2022年改訂版においても今後さらに検討すべき内容が数多く含まれており、問題点や改善点につ

いて、会員校から忌憚のないご意見・ご要望をお寄せいただきたい。 

なお、「手引き」の作成に当たり、多くの大学から貴重な資料をご提供いただいた。ここに、厚く

お礼を申し上げる。 
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Ⅰ．法令にある位置づけと含まれる事項 

 

 

「心理演習」は、公認心理師法施行規則第 1条の2に定められ、「公認心理師法第 7条第1号及

び第 2号に規定する公認心理師となるために必要な科目の確認について」（29文科初第 879号 障

発 0915第 8号 平成 29年 9月 15日 平成 30年 11月 22日一部改正 令和元年 12月 13日一部改

正 令和2年12月24日一部改正）において、「心理演習」に「含まれる事項」については、以下

のように示されている。 

 

心理演習 

知識及び技能の基本的な水準の修得を目的とし、次の（ア）から（オ）までに掲げる事項に

ついて、具体的な場面を想定した役割演技（ロールプレイング）を行い、かつ、事例検討で取

り上げる。 

（ア）心理に関する支援を要する者等に関する以下の知識及び技能の修得 

（１）コミュニケーション 

（２）心理検査 

（３）心理面接 

（４）地域支援等 

（イ）心理に関する支援を要する者等の理解とニーズの把握及び支援計画の作成 

（ウ）心理に関する支援を要する者の現実生活を視野に入れたチームアプローチ 

（エ）多職種連携及び地域連携 

（オ）公認心理師としての職業倫理及び法的義務への理解 

 

また、担当教員と受講する学生数について、「心理実習」と同じ条件が示されている。 

 

１ 実習演習科目を担当する教員に関する事項 

（１）施行規則第3条第 1項に規定する実習演習担当教員（以下「実習演習担当教員」という。）

の員数については、次に掲げるとおりとすること。なお、この場合の教員の員数について

は、当該大学等で当該科目を受講する学生（生徒を含む。以下同じ。）の合計数に基づき

算定すること。 

ア 心理演習又は心理実習学生 15人につき1人 

イ 心理実践実習学生 5人につき1人 

（２）実習演習担当教員は、公認心理師の資格を取得した後、法第 2条各号に掲げる行為の業務

に5年以上従事した経験を有する者であって、かつ、実習演習担当教員を養成するために

行う講習会であって文部科学大臣及び厚生労働大臣が別に定める基準を満たすものとし

てあらかじめ文部科学大臣及び厚生労働大臣に届け出られたものを修了した者であるこ

と。ただし、当分の間、次のいずれかに該当する者であれば差し支えない。 

ア 大学（大学院及び短期大学を含む。）において、教授、准教授、講師又は助教として、

心理分野の教育に係る実習又は演習の教授に関し 3年以上の経験を有する者 

イ 専修学校の専門課程の専任教員として、心理分野の教育に係る実習又は演習の教授に

関し3年以上の経験を有する者 
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Ⅱ．「心理演習」の方法：役割演技（ロールプレイング）と事例検討 

 

 

「心理演習」で学ぶ内容は、知識を知的に理解するだけでなく「心理実習」における各分野の施

設で利用者や関係者とふれ合うための基本的な技能を身につける体験学習が大切である。各分野の

施設における実践を見学する際の意欲や関心を深めるために必要な情動を含む模擬体験学習を役割

演技 （ロールプレイング）（以下「ロールプレイング」と表記する）や事例検討を通じて行う。 

 

１．ロールプレイング 

１）ロールプレイングの方法 

 ロールプレイングは、モレノ（Moreno, J.  L. (1889-1974)が創始したサイコドラマを起源とし

ており、サイコドラマの様々な技法が使われる。高良（2013）は「ロール・プレイングは、心理劇

の中の構成要素であり、それ自体が技法に成り得る治療的、教育的因子を内包している」と述べて

いる。また、コルシニ（2004）は、教育に使う場合の定義として「自己理解や技能の向上、行動の

分析のために、人々の前で、ある人がどう振る舞うのか、振る舞うべきかを示すように、想像上の

場面で演じること」と述べている。すなわち、心理学科目や心理学関連科目、業務理解科目で理解

したことを、支援者あるいは要支援者であるこどもや大人、関係者である親や教師の役割などにな

って、ひとりひとりが自分の身体で演じて体験する学習である。状況設定はフィクションだが、創

造性を働かせてからだが感じるままに自発性をもって演じることで、そこには真実の体験が現れる。 

人は、身体的な特徴が一人ひとり異なるだけでなく、どんな姿勢を取るか、どんな声のトーンで

話しかけるか、どんな表情をするか、いつどんなタイミングで相手に視線を向けるか、どんな言葉

遣いをするか、一人ひとり違う独特の振る舞い方の特徴がある。心理アセスメントや心理面接のロ

ールプレイングを行う際にも、その人が持っているその人らしい身体を使って、その人がそれまで

に身につけてきた振る舞い方が現れる。 

心理アセスメントや心理面接には、それが要支援者の支援につながるための基本的な枠組みや原

則がある。「心理演習」ではそれを体験的に学ぶ。模範となるモデルがあったとしても、それは誰も

が全く同一の身体や服装をもって同じの姿勢と動作と言葉かけと視線の向け方で行うことを求める

ほど厳格なものではない。多様性がある中で、要支援者に対する効果的な支援となるための基本的

な枠組みや原則を示すひとつのモデルにすぎない。ロールプレイングでは、一人一人が持っている

多様な振る舞い方を生かしながらも、それが基本的な枠組みや原則を外れて要支援者に不適切なも

のになっていないか検討することが重要である。しかも、特定の振る舞い方がいつも要支援者の役

に立つかというと、相手と状況によってその判断は異なってくる。そのため、ロールプレイングと

いう不確実性のある演習では「失敗」を避けることは困難である。むしろ、「失敗」を通じて様々な

振る舞い方の危険性の可能性を学び、危険性を避けるための振る舞い方の多様性を広げる体験学習

が重要である。そのためには、演習指導者は批判されない安全な環境を維持することが必要である。 

ロールプレイングの構造としては、参加者が見やすく配役が演じやすい「舞台」設定が必要であ

る。演習指導者は、「監督」として全体の進行を管理し、混乱を避けて安全を保ち、演者の情動(感

じ方)と行動(振舞い方)に注目する。通常、ロールプレイングをする「配役」には、特定の役割をみ

んなの前で演じる「主役」と主役に応じて演じる相手役「アシスタント（補助自我）」がいる。また、

配役のロールプレイングを見ている「観客」も、多様な振る舞い方を観察学習することによって体

験学習を進めている。 

ロールプレイングの進め方としては、次のような手順が考えられる。 

① ウォーミングアップ 

演習に参加する学生の緊張をとり、自由で自発的で創造的な振る舞い方を促進するための
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準備に時間をかける。高良（2013）は、集団全体のウォーミングアップとして「自由に動い

て挨拶」、「ゲームの利用」など 10の技法を紹介している。「他己紹介」や「ミラーによる動

作模倣」など、言語と動作を使った技法を使うなども考えられる。 

② テーマの設定と演習指導者によるモデル演技 

「心理演習」に含まれる（ア）から（オ）までに掲げる事項のどの内容について、ロール

プレイングによる体験学習を行うのか明示する。その上で、演習指導者がモデルとなって演

じて見せることが大切である。 

③ 場面と配役を設定する 

サイコドラマでは、一人の主役に相手役「アシスタント（補助自我）」が対応することで主

役の体験を深めていく。教育的ロールプレイングでも同様に特定のテーマの役割演技につい

て 1 人の主役を選び、相手役がそれに対応していく形式ですすめることができる。その際、

自発性の原則から、受講生の希望を大切にして配役を決めることが大切である。演じること

で批判されたりすることがなく、楽しめることが体験できると希望者が出やすい。観客の受

講生はその様子を見て観察学習による体験学習をする。 

一方、受講生全員がテーマとなっている役割演技を体験するためには、3 人 1 組になって

「主役」「相手役」「観察者」の役割を交替でとりながら、3 回ロールプレイングをする方法

もある。 

④ テーマの役割演技を行う 

演じる言葉や態度は、簡単な行動や言葉から、次第に複雑な行動や言葉へと段階的に展開

する。演じる行動や言葉を、あらかじめ具体的に考えておき、事前に声に出して言ってみる

などの方法もある。 

演習指導者の役割としてロールプレイングの「はじめ」と「終わり」の合図を明確に示す

ことがあげられる。「よーい、スタート」、「はい、カット」などを明確に示す。ロールプレイ

ングは演者の自発性と創造性によって展開するところがあるため、必ずしも筋書き通りに進

むとは限らない。演じ方に良い悪いはない。さまざまな感じ方や行動の仕方の多様性を体験

することが大切である。なお、テーマの基本的な枠組みや原則から大きく外れてしまうよう

な時は、途中で止める。 

さらに、ふりかえりの後で、役割や演じ方を変えて何度でも繰りかえしロールプレイング

を行うことで、同じテーマの基本的な枠組みや原則に応じた様々振る舞い方があることを体

験することは有益である。 

⑤ ふりかえりを行う 

主役、相手役、観客のそれぞれにロールプレイングを行ってあるいは見て感じた体験や気

持ちを「やってみようとおもった行動ができましたか？」「やってみて、どんな気持ちでした

か？」などと質問する。応答に対しては批判しない受容的対応が重要である。その上で、目

的とする役割の基本的な枠組みや原則がどのように行われていたのか、できている部分（行

動や態度）に注目して共有することが大切である。 

なお、3 人の小グループ 5組で同時にロールプレイングを行うなどの場合には、演習指導

者はそれぞれのグループの進行具合を観察し、1 回ごとに目的とする役割の基本的な枠組み

や原則がどのように行われていたのか確認して、さらに自発性と多様性を促進するコメント

をすることなどが必要である。 

 

２）ロールプレイイングの課題と工夫 

多くの学部学生にとって、ロールプレイングは初めての体験であり、戸惑いや困難さを感じる学

生が少なからずみられる。また学部におけるロールプレイング演習においては、これまでの実践報

告等から以下のような問題や課題もいくつか浮かび上がっている。 
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① その場で浮かんできた文脈に沿って、自分の感覚や思考や知識に基づいた関わりをするとい

う本来の在り方から逸れてしまう。 

② 設定された役割を十分に消化して演じることの困難さ（例.自分の悩みを話してしまうなど

の危険）。 

③ カウンセラー役の学生が、現在思い描いているカウンセラー像の域を出られず、「なんと返せ

ばいいんですか？」といったHow to に留まりがちになってしまう。 

ウォーミングアップは，学部の学生が自分の体験に素直に向き合って，自己表現できるようにな

るためには欠かせない。 

たとえば、2 人 1 組で自己紹介した後、相手のことを別の二人組みに紹介して、どういう体験を

したか4人で話し合う「他己紹介」の演習なども考えられる。目的は，相手に関心を寄せて話を正

確に聴く体験をすることと、相手の情動に共感し体験を共有することである。「相手が聴いてもらっ

ていると感じる姿勢と態度を体験すること」や、「相手の自己紹介と個人的な経験とその時の情動を

正しく聴きとり尊重し共感できること」、「聞き取った内容をほかの人に体験共有的に心をこめて正

しく伝えることができること」が達成課題としてあげられる。 

また、新井 (2020) は、心理演習において SSTプログラムを取り上げ、実習校・実習指導者への

報告・連絡・相談などの重要性を学生に伝えるとともに、①挨拶、②自己紹介、③会話のマナー、

④提出物管理のロールプレイングを行っている。また、SSTプログラムでは、「友達と喧嘩してしま

った（理解）」場面を想定し、相談に乗って一緒に解決策を考えるロールプレイングを実施している。 

さらに，実際に近いカウンセリング場面やクライエント像・カウンセラー像を提示した上で、そ

こで生じていること―文脈をとらえ、それを踏まえて関わる姿勢を培うこと―がより重要となる。

こうした課題への工夫として、清水 (2021) は、実際のロールプレイを行う前に、「あらかじめ定め

られた脚本に沿って役割を演じる」段階を取り入れることを提案している。具体的には、登場人物

としてのクライエント、カウンセラーそれぞれの発話や各々が内々に思っていることが記述された

教材である『まんがサイコセラピーのお話』を用い、①事前に内容を読み、疑問点について、検討

する、②脚本に従って実際のやりとりを 10～15分程度行い、オブザーバーからのコメントとディス

カッションを10分程度実施する、③さらに教員から解説を行うというものである。 

また、これまで主に「（1）コミュニケーション」や「（3）心理面接」のロールプレイングについ

て述べたが、「（2）心理検査」のロールプレイングについても含め簡単に述べておきたい。 

心理検査については、公認心理師 25科目のうち、「臨床心理学概論」、「心理学実験」、「心理アセ

スメント」といった科目でも扱いうる内容である。一般にこれらの科目では、さまざまな心理検査

の種類、開発者や開発の経緯、基づく理論、実施方法について学びを深めることが中心となる。一

方、心理演習における「（2）心理検査」では、実際に検査用具に触れ、検査者および被検査者のロ

ールプレイング体験を通じて、検査者－被験者者間のラポールの重要性や被検査者の気持ち、フィ

ードバックにおける留意点などについて体験的に学ぶことが重要である。 

 

２．事例検討 

１）事例検討の方法 

 事例検討においては、模擬事例やすでに公表されている事例記録をもとにして、単に討議をする

だけではなく、事例のアセスメントや支援計画の作成、関係者との相談、関係機関との連携などの

ロールプレイングを行うことで体験的理解を深める学習などが考えられる。 

たとえば、HIV カウンセリング の事例検討 において、①予防・啓発カウンセリング（保健所・民

間団体の電話相談担当の保健師や心理職、リスクグループに対するアウトリーチなど）のロールプ

レイングからはじめて、②検査前後カウンセリング（保健所・医療機関の保健師、事務員、医師、

心理職、看護師等）、③感染者とその関係者とのカウンセリング（医療機関の医師、心理職、薬剤師、

看護師、妻や夫などの家族）、④ターミナル期のカウンセリング（心理職と福祉に関連する介護士等
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や死後の相続などの弁護士等との連携等）へと、時間経過を追った演習を行うことで事例の理解を

深めることなどが考えられる。 

 また、教育領域の事例であれば、不登校の事例に対する教員と連携したチーム援助の事例を想定

し、①関係者の主訴とニーズの確認、②援助資源の整理、③家族間のコミュニケーションのロール

プレイング、④本人面談のロールプレイング、⑤家族コンサルテーションのロールプレイング、⑥

教員とのコンサルテーションのロールプレイングなどが考えられる。 

 また、事例検討の実際の流れとして、杉山 (2021)は、①学生が各自事前に教員が提示した事例を

読み込む『事前学習』を行った上で、②事例について提示されていない情報について学生が質問し、

教員が回答する『情報収集』、③質問により明らかになった『情報の整理』を経て、④問題に関する

仮説、及び問題に対する介入案の案出・検討を行い、さらに⑤事後学習として、事例の登場人物の

気持ちを想像し味わうという一連のプロセスを提案している（表1）。 

 

表1 杉山（2021）による架空事例を用いた事例検討の流れ 

【事前学習】  架空事例を事前に目を通す 

【経緯】 

「A 子は中学入学以降たびたび友だち関係のトラブルを抱えてい

た。A子は吹奏楽部に所属しているが、1年の秋ごろに「同じパート

の女子 2人が、仲が良くて間に入りにくい」、「自分が入ると今まで

盛り上がっていたのに会話が終わってしまう」と母親に訴え、母親

がそれを顧問に報告するという出来事があった。その際は顧問の教

員が同じパートの先輩に声をかけてくれ、面倒見のよい先輩が A子

を気にかけて話してくれたため、部活は続けることができていた。

2 年になり、クラス替えで A 子は比較的おとなしい子たちのグルー

プに入って過ごしていた。孤立しているということはなかったが、

そのグループの中では、A 子は 1 人だけよくしゃべる性格であり、

母親にはグループについて、「あまり合わない」と語っていた。ただ、

にぎやかなグループの子たちとも馬が合わず、そのままおとなしい

グループに属していた。合唱コンクールの時期になり、昔からピア

ノを習っていて、ピアノが得意な A子は、伴奏者に立候補をした。

にぎやかなグループの女子ももう 1人立候補したが、じゃんけんで、

A子が伴奏することになった。A子ははりきって楽譜に表現のポイン

トなどをまとめ、昼休みの練習などでも合唱についていろいろと指

示を出して動いた。他にも指揮者やパートリーダーの生徒もまとめ

役となっていたが、ほとんど A子が中心に指示を出していた。しか

し、とくににぎやかなグループの女子はだるそうな態度で、真面目

に練習に参加しなかった。A 子より状況を聞いた担任教諭はクラス

全体に「一人ひとりが積極的に参加しないと、いい歌にはならない」

と声かけをしたものの、結局教員がみている場面でしか真面目にや

らない生徒も多かった。A子は「一生懸命やっても意味がない」と落

ち込み、朝なかなか起きられなくなり、遅刻をして登校し、保健室

で過ごすことが多くなった。それでも、練習ではなんとかクラスを

まとめようと奮闘していた。 

【成育歴】 

・ これまで大きな病気はない。 
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・ 小学生時代から人前に立つのが好き。 

・ 自分の意見を主張しすぎて、妥協できない。 

・ 発言がきつく、友だちとのトラブルがあった。 

・ 意見をはっきり言うタイプの子とはぶつかる。 

・ 何事も一生懸命に取り組む負けず嫌い。 

・ 小学校時代、体育の時間など、思うように勝てないと不機嫌に

なる。 

【家族力動】 

・ 家族構成・父は勉強などに厳しいが過保護で甘い部分もある・

仕事  

・ で帰宅が遅い 

・ 子どもが欲しいものは買い与ええる・母親も教育熱心、 A子の

訴えを学校によく伝える 

・ 父と母の喧嘩の愚痴を母がA子にこぼす 

・ A子は過保護、母の愚痴にうんざり・放っておいてほしい 

・ 妹は要領がいい 

・ 両親は「妹はしょうがない」という、妹にやや甘い 

【講義での学習1】 

事例についての質問 

・ 学生は、事例について質問し、教員がそれに回答する。 

※ ポイントとしては、事例について具体的にイメージするために

必要な情報を引き出せるような質問を考えさせる。 

質問例1 合唱コンクールのまとめ役は A子さんだけ？ 

質問例2 先生はどれくらい関与している？ 

【講義での学習2】 

質問により明らかになっ

た情報の整理 

・ 学生は明らかになった情報を整理し、まとめる。 

新たな情報例1 男子のまとめ役はいない。女子にお任せ。 

新たな情報例2 A子さんは「賞をとりたい」と思っているが、クラ

スの仲間や先生は意識していない。 

新たな情報例3 先生は若い男性（20代半ば） 

【講義での学習3】 

問題に関する仮説生成と

それに対する介入 

 

・ ①IP、②保護者、③教師それぞれについてグループ単位でディ

スカッションを行い、問題に関する仮説を立て、介入案につい

て考える。 

 何をどのようにすることが目標となるのかを、明確にする必要

がある。 
 自分では気づかない点、異なる見方を教えてもらう場。 

【事後学習課題】 

 

・ 架空事例の保護者の気持ちになって考えてみる。 

・ 仮説に基づく介入があった時の IPの感情、気分、考えを想像す

る。 

 

２）事例検討の課題と工夫 

大学課程の学生（学部学生）は、実際の支援経験のない者も多く、架空の事例を提示されても支

援の現場の実態についてイメージできない場合が少なくない。そのため、大学入学後、早い段階か

らボランティア活動などカリキュラム外の活動の重要性について伝え、現場に接する体験を促す必

要もあろう。また、さまざまな心理支援について地域の実情についての理解が十分でない場合がほ

とんどである。例えば、放課後等デイサービスなどの言葉は知っていても、地域の中に具体的にど

のような資源があるのかを理解している学生は多くはない。したがって自分たちが生活している都
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道府県や市区町村にどのような心理援助資源があるのか事前に調べるなどして理解を図る必要もあ

り、心理実習との相互連携が重要となる。さらに当該の地域の中でどのような問題が起きているの

かなどの知識も理解を深めることにつながるものと考えられる。事例検討において、介入に囚われ

てしまい、現場の実情が分からないといったことも生じがちであることも指摘されており、クライ

エントの主訴、地域の風土や特徴，どのようなことについて困っているのかについて徹底的に考え

る時間を割くことも大切であろうと思われる。 

グループでディスカッションを行うにあたって、そもそもディスカッションに慣れておらず、デ

ィスカッションがスムーズに行なわれない（例．「何話してよいかわからず、意見を述べない」「ど

のように進めたらよいのかわからない」「「～に違いない」と決めつけた自分の意見のみを一方的に

押し通してしまう」）といったことも生じうる。アカデミックスキルとして、グループディスカッシ

ョンのあり方や体験を事前に学ぶ機会がカリキュラム上設けられていたり、日ごろからコース、専

攻内において学生同士が互いに意見をぶつけ合う（ぶつけ合うことが許される）雰囲気や関係性が

形成されていたりすることが望ましい。 

加えて、事例検討において、心理支援を受ける要支援者の困りごとに関して、学生たちの見立て

が不十分であることに起因して、要支援者が抱える困難さや支援ニーズと、学生たちが支援者の立

場で立案した支援や介入の方向性とが乖離してしまい、単なる対人援助職の自己満足の支援計画と

なってしまうケースも少なからずみられる。サービスを提供する側である支援者が、サービスを受

ける側である要支援者はどのような問題を抱え、何を訴え、何を求めているのかをきちんと正しく

理解した上で援助方針を立てること、すなわち問題の把握をベースにした支援計画を立てることが

何よりも重要である。と同時に、要支援者の真のニーズを把握することはそうたやすいことではな

いことも学生に伝える必要があろう。要支援者の抱える困難さや支援のニーズを正確に把握するた

めには、「個」としての要支援者のみならず、全体的な有り様、背景、必然性を理解すること、すな

わち「全体」としての要支援者をみることが重要である。また、要支援者が抱える問題や困難さを

把握すると共に、要支援者が有する資源としての①強み（strength）、②好ましい特性、③すでに達

成できている事柄などについてもきちんと押さえる必要がある。すでにできているところをしっか

り把握することが援助の要といえる。さらには、今後の援助プロセスの中で起こりうるであろうこ

とを、援助の困難さや危険性も含めて予測し、援助方針を立てることも重要である。 

また改めていうまでもないが、学生自身が自分の考え方や感じ方や振る舞い方のクセなど自己に

ついて振り返り、自己理解を深めるために自分とはどういう人間なのかを考える時間を設けること

も必要となろうと思われる。 
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Ⅲ．「心理演習」に含まれる事項の具体的な内容 

 

 

「心理演習」に含まれる（ア）から（オ）までに掲げる事項の基本的な知識及び技能の学ぶ際に、

どのような具体的内容が考えられるかを例示する。 

 

１．（ア）心理に関する支援を要する者等に関する以下の知識及び技能の修得 

１）コミュニケーション 

主に「公認心理師の職責」における学習との連携を図りながら、電話やメール等による受付

対応や来談された要支援者の迎え方と見送り方、自己紹介の仕方や相談契約や枠組みの説明の

仕方、相手からの同意の求め方など、心理検査や心理面接以前のコミュニケーションの取り方

がどのように具体化されるのかロールプレイングで学ぶことなどがあげられる。その際、「心理

実習」で見学する主要 5分野の模擬事例を設定して行うことで、コミュニケーションの多様性

を学ぶことにもつながる。 

２）心理検査 

「心理的アセスメント」における学習との連携を図りながら、「心理実習」場面において出会

う可能性のある心理検査等について、模擬事例によるロールプレイングにより、その実施法と

解釈の仕方、対象者への結果説明ならびに報告書の書き方等について体験学習することなどが

あげられる。 

３）心理面接 

「心理学的支援法」における学習との連携を図りながら、次のカウンセリング三原則を模擬

カウンセリングのロールプレイングを通じて体験的に学ぶことがあげられる。 

・ 支援者が感じる自分の情動や思考への気づきを特徴とする「自己一致」 

・ 要支援者への積極的な関心と傾聴を特徴とする「無条件の肯定的な配慮」 

・ 要支援者の情動や思考に対する受容を特徴とする「共感的理解」 

その上で、代表的な心理療法ならびにカウンセリングについて、可能な限り体験学習による理

解を深めることなどが考えられる。 

４）地域支援等 

CBR (Community-based-rehabilitation)の考え方などを参考に、地域資源の活用や当事者活

動のエンパワメント、アウトリーチなどの方法を含む地域支援について、次のような課題をと

りあげて体験的に学ぶことなどが考えられる。 

・ 災害（地震・津波、噴火など）や事件（テロや犯罪被害など）への地域支援 

・ 自助グループへの地域支援（薬物やアルコ―ルなどの依存症、異文化や LGBT等のマイノリ

ティ、ひきこもりとその家族、DV被害者など） 

・ 自殺問題に対するボランティアによる電話相談等を含む地域支援 

・ 予防に関する地域支援（乳幼児健診、発達障害者支援、ストレスチェックを含むメンタル

へルス支援、精神障害者地域生活支援、介護予防支援など） 

・ 虐待や貧困などの問題への対処を含む地域の子育て支援 

また、地域から寄せられる支援要請に応えるコンサルテーションの方法についても、ロール

プレイングによって体験しておきたい。 

 

２．（イ）心理に関する支援を要する者等の理解とニーズの把握及び支援計画の作成 

要支援者のニーズの把握にあたっては、模擬事例を設定して国際生活機能分類（ICF：

International Classification of Functioning, Disability and Health）を参考に、身体的側面、
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心理的側面、社会的側面から理解する次のような体験学習などがあげられる。 

身体的側面では、病気や疾病と服薬などの治療状況や妊娠や加齢やストレスの状況あるいは運動

機能や感覚機能を含む身体機能や身体構造について、医療機関等との連携や要支援者や保護者から

聞き取るロールプレイングなどがあげられる。 

心理的側面では、個別的精神機能としてあげられる、注意・記憶、精神運動機能、情動、知覚、

思考、高次認知機能、言語に関する精神機能、計算機能、複雑な運動を順序だてて行う機能、自己

と時間の経験の機能（アイデンティティ、自己身体像、時間の経験を含む）などを心理検査や心理

面接を通じて把握する体験学習などがあげられる。 

社会的側面では、家族の状況をジェノグラムで表現することや、経済状況に関係する勤務先や福

祉機関、関係する主要 5分野の支援機関ならびに趣味や宗教を含む社会的活動の状況をエコマップ

で表現することなどの学習などが考えられる。 

さらに、時間経過に伴って、身体的側面、心理的側面、社会的側面がどのような経過をたどって

きたのか、生育歴、支援を受けてきた経歴、要支援者や保護者等が語る問題のナラティブな経過を

聞き取って記録にまとめる体験学習などがあげられる。 

支援計画の作成にあたっては、上記のような要支援者のニーズの把握の模擬事例について、多様

な支援方法についてエビデンスのある先行研究を参照するとともに、要支援者の価値観や文化的な

背景、発達段階に応じた支援計画を作成する学習などが考えられる。その際に、長期的な目標と短

期的な目標、ならびにどこで誰がどのくらいの期間どのくらいの頻度で誰と何を行うのかなど具体

的な支援計画を文書として作成し、要支援者からインフォームド・コンセントを得るロールプレイ

ングなどがあげられる。 

 

３．（ウ）心理に関する支援を要する者の現実生活を視野に入れたチームアプローチ 

心理支援を行う組織とそこでのチームの職種の理解が必要である。保健医療機関において医師や

看護師や薬剤師等とチームを組む場合と、学校において不登校生徒への対応を校長や生徒指導主事

や担任ならびに養護教諭とチームを組む場合、児童相談所で虐待事案に対して所長や児童福祉司な

らびに一時保護所関係職員等とチームを組む場合では、チームの中で求められる役割が異なること

が考えられる。また、公認心理師が行う心理支援におけるスーパービジョンの形態もさまざまであ

る。心理支援の分野を決めた架空事例を設定して、こうした様々な職種役を入れた事例検討会のロ

ールプレイングなどを行うことで、公認心理師の業務が要支援者の現実生活にどのような意義を持

っているか等を体験的に学ぶことなどがあげられる。 

 

４．（エ）多職種連携及び地域連携 

「公認心理師の職責」における多職種連携及び地域連携の学習などの「コミュニティ心理学」の

学習との連携が大切である。関係する地域の保健医療、福祉、教育、司法・犯罪、産業・労働の各

機関の多職種の役割や地域にあるさまざまな支援資源について理解しておくことが必要である。そ

こには、行政関係者や専門家だけでなく、地域の町内会や子供会などの役員、民生委員や保護司な

どのボランティアなども含まれる。その上で、「（4）地域支援等」で取り上げた課題などを参考に、

ボランティアを含む多職種がかかわる架空事例を設定してロールプレイングを行うことで、職種ご

とに異なる職業倫理を理解するとともに、情報交換と連携方法（電話連絡の作法や紹介状の書き方、

地域訪問の仕方、連携会議への参加の仕方等を含む）を学ぶことなどが考えられる。 

 

５．（オ）公認心理師としての職業倫理及び法的義務への理解 

「公認心理師の職責」における学習との連携を図りながら、職業倫理と法的義務について、演習

に含まれる事項（ア）から（エ）までのロールプレイングをする中で、その具体的な対応を体験学

習することなどがあげられる。 
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職業倫理としては、公認心理の倫理綱領がいずれ作成されると想定されるが、それまでは、イン

フォームド・コンセントを含む日本臨床心理士会等の既存の心理職の倫理ガイドライン等を参考に

することが考えられる。法的義務の内容としては、公認心理師法第 40条の信用失墜行為の禁止、第

41条の秘密保持義務、第 42条第1項の連携等、第42条第2項の医師の指示などへの具体的な対応

を体験学習することが考えられる。 

誰であっても法的義務と職業倫理や組織倫理や職場の慣行などの多様な倫理間の矛盾に遭遇する

可能性があり、そうした倫理的ジレンマ場面についてロールプレイングを通じて体験学習すること

などが考えられる。その際の、倫理的決定のプロセスとして、次の事項が大切である。 

① 何の問題か？ 

② 当事者は誰か？ 

③ どの倫理原則が問われているか？ 

④ 関連する法規、倫理綱領等を参照する。 

⑤ 第三者にコンサルテーション、助言、参考意見を求める。 

⑥ 可能な行動オプションをリスト・アップ。 

⑦ オプションのチェック（倫理原則、利益とリスク）。 

⑧ 最善と思われるオプションを選ぶ（是正処置）。 

⑨ 選択されたオプションの結果の評価。 

⑩ 再発予防のための対策（予防処置）。 
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Ⅳ．心理演習の評価について 

 

 

評価には、受講のはじめに学習者の状態について行う「診断的評価」、学習経過にともなって行う

「形成的評価」、学習のまとめとしての行う「総合的評価」がある。 

診断的評価では、「心理演習」に受講条件がある場合にそれを満たしていることの評価やそれまで

の学習経験の評価、個別の特性に応じた「合理的配慮」の必要性などが考えられる。 

形成的評価では、演習への取り組みの様子を観察することや学生との質疑応答などを行うコミュ

ニケーションフォームなどで確認していくことが考えられる。 

「総合的評価」では、心理演習は公認心理師の資格取得に向けての必須の単位となっているので、

合否判定の基準を明確に示しておくことが必要である。その上で、到達目標に応じた学習経過のル

ーブリック評価に基づいてABCDなどの相対的な評価をすることになる。さらには、心理演習と関連

の深い「心理実習」に向けての今後の学習課題を受講生と確認しておくことも大切な評価事項と考

えられる。 
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Ⅴ．シラバス例：成績評価の基準と成績評価の方法を含む 

 

 

以下に、いくつかの大学の心理演習のシラバスを掲載する。尚、フォーマットについては統一性

を図るため若干の変更を加え、固有名詞については伏字とした。 

 

１．A大学「心理演習」シラバスの例（15回授業） 

 

□ 科目名・科目番号（単位数） 

心理演習（2単位） 

□ カリキュラムにおける位置づけ 

公認心理師国家試験受験資格に必要な単位である。「心理実習」受講希望者はこの「心理演

習」を受講しておくことが必要である。 

□ 授業担当教員 

教員A、教員B、教員 C 

□ 開講期・曜日・時限 

前期・〇曜日〇・〇時限  

□ 履修年次 

3年次 

□ 授業形態 

演習 

□ 履修条件  

「公認心理師の職責」、「心理的アセスメント」、「心理学的支援法」、「健康・医療心理学」、「福

祉心理学」、「教育・学校心理学」、「司法・犯罪心理学」、「産業・組織心理学」を履修済みで

あること。 

□ 授業の目的  

本科目は、公認心理師の業務に必要な心理支援に関して、基本的な水準の知識及び技能を修

得する。 

□ 学習目標  

具体的な場面を想定した役割演技（ロールプレイング）や事例検討を通じて、次の（ア）か

ら（オ）の事項について学習する。 

（ア）心理に関する支援を要する者等に関する以下の知識及び技能の修得 

（１）コミュニケーション 

（２）心理検査 

（３）心理面接 

（４）地域支援等 

（イ）心理に関する支援を要する者等の理解とニーズの把握及び支援計画の作成 

（ウ）心理に関する支援を要する者の現実生活を視野に入れたチームアプローチ 

（エ）多職種連携及び地域連携 

（オ）公認心理師としての職業倫理及び法的義務への理解 

□ 学習時間 

 大学設置基準第21条第2項（文部省令第28号）では、「実験、実習及び実技については、

30 時間から 45 時間までの範囲で大学が定める時間の授業をもつて 1 単位とする。」と定め
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られている。本授業では 90時間の学習をもって 2単位と認定する。この科目では、60時間

の授業と 30 時間以上の授業外学習を行う。授業で取り上げる項目について、あらかじめ関

連する図書から予習することやや、課題レポートの作成を行うこと。 

□ 授業計画 

【第1回】 オリエンテーション（心理支援の支援構造と法的義務） 

【第2回】 コミュニケーション（心理支援契約に関するコミュニケーション） 

【第3回】 心理検査(1) 知能検査、認知症検査、人格検査等の実施と倫理 

【第4回】 心理検査(2) 心理検査報告書の作成と心理検査結果の伝え方と倫理 

【第5回】 心理面接(1) 模擬カウンセリング 

【第6回】 心理面接(2) 認知行動療法と適用の倫理 

【第7回】 地域支援(1) 発達障害児対応の学校へのコンサルテーション 

【第8回】 地域支援(2) 災害や事件に対する地域支援 

【第9回】 ニーズの把握（国際生活機能分類による当事者ニーズの把握） 

【第10回】 支援計画の作成（支援目標の設定と支援計画作成ならびにインフォームド・コ

ンセント） 

【第11回】 チームアプローチ(1) 不登校事例に対するチーム学校での支援会議 

【第12回】 チームアプローチ(2) 一時保護の被虐待児に対する模擬事例検討会 

【第13回】 多職種連携 医師との連携（医師の指示に関する法的義務の実際） 

【第14回】 地域連携 自助グループ（薬物やアルコ―ル依存）との地域連携 

【第15回】 まとめ：学習経過の自己評価と弱点改善のための補充学習 

□ 教科書・参考資料 

 教員の授業資料によって授業を進める。授業資料は Webclass からダウンロードして印刷

して持参すること。 

□ 成績評価の基準 

 4分の 3以上の出席を満たしていること。さらに、学習目標にかかげた（ア）から（オ）

の5項目についての知識と技能が基本的な水準の達しているかどうか評価する。 

□ 成績評価の方法 

 各回の授業の演習と討議への参加を振り返りシート等で評価する（45％）。各回の演習レ

ポートの評価（55％）。 

□ 受講生へのメッセージ 

 公認心理師の業務では知識を得て理解したことを、行為としてできるようになる事が必要

である。そのため、心理演習ではロールプレイングや事例検討によって心理支援の実際を模

擬的に体験して身につける。積極的に演習に参加する態度が体験学習を深めることにつなが

る。 

□ オフィス・アワー 

教員A：〇曜日〇時～〇時、教員 B：〇曜日〇時～〇時、教員 C：〇曜日〇時～〇時 
 

２．B大学「心理演習」シラバスの例（15回授業） 

 

□ 科目名 

心理演習 Seminar in Psychology 

□ 担当教員 

教員A、B、C、D、E、F 

□ 担当教員の所属 
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○○学部 

□ 開講学年・開講学期 

3年、4年・前期 

□ 単位数・開講形態 

2単位・演習 

□ 授業の目的 

ロールプレイングと事例検討等の演習を通して、公認心理師として必要とされる心理アセ

スメントや心理学的支援法に関する知識及び技能の基本的な水準の修得を目的とする。 

□ 授業の到達目標 

 心理に関する支援を要する者等に関するコミュニケーション、心理検査、心理面接、地域

支援の基本的な知識及び技能を修得し、説明できる。 

 心理に関する支援を要する者等の理解とニーズの把握及び支援計画の作成に関する基本

的な知識及び技能を修得し、説明できる。 

 心理に関する支援を要する者の現実生活を視野に入れたチームアプローチの基本的な知

識及び技能を修得し、説明できる。 

 多職種連携及び地域連携に関する基本的な知識及び技能を修得し、説明できる。 

 公認心理師としての職業倫理及び法的義務への理解を深め、説明できる。 

□ 授業概要（キーワード） 

公認心理師、心理アセスメント、ロールプレイング、多職種連携、地域支援、職業倫理、

法的義務、学生主体型授業 

□ 学生主体型授業（アクティブラーニング）について 

A-1. ミニッツペーパー、リフレクションペーパー等によって、自分の考えや意見をまとめ、

文章を記述し提出する機会がある。：1～25％ 

B-1. 学生同士の話し合いの中で互いの意見に触れる機会がある。：1～25％ 

D-1. 演習、実習、実験等を行う機会がある。：1～25％ 

□ 科目の位置付け 

この授業は、講義と演習を通して、公認心理師として必要とされる心理アセスメントや心

理学的支援法に関する知識及び技能を身につけるために編成される科目である。また、文部

科学省・厚生労働省により公認心理師法における「大学における公認心理師となるために必

要な科目」として定められたものである。加えて、認定心理士資格「g臨床心理学･人格心理

学領域基本主題」でもある 

□ SDGs（持続可能な開発目標） 

03.すべての人に健康と福祉を 

□ 授業計画 

（１）授業の方法 

グループワーク、ロールプレイング、事例検討、グループ学習等の演習を通して、

公認心理師に求められる基本技能を身につけていく。 

（２）日程 

【第1回】 オリエンテーション、公認心理師の職業倫理と法的義務 

【第2回】 心理支援のコミュニケーション技法演習① 

【第3回】 心理支援のコミュニケーション技法演習② 

【第4回】 心理支援のコミュニケーション技法演習③ 

【第5回】 心理支援のコミュニケーション技法演習④ 

【第6回】 心理アセスメントと支援計画の立て方 
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【第7回】 心理面接の演習① 

【第8回】 心理面接の演習② 

【第9回】 心理面接の演習③ 

【第10回】 事例検討①：保健医療分野における多職種連携と地域支援 

【第11回】 事例検討②：福祉分野における多職種連携と地域支援 

【第12回】 事例検討③：教育分野における多職種連携と地域支援 

【第13回】 事例検討④：司法・犯罪分野における多職種連携と地域支援 

【第14回】 事例検討⑤：産業・労働分野における多職種連携と地域支援 

【第15回】 まとめとふり返り 

□ 受講のあり方 

 グループワークやロールプレイングへの積極的な参加を求めます。 

 質問や確認は、他の受講生にとっても役に立つものなので、積極的な発言を歓迎します。 

 授業時間外学習（予習・復習）のアドバイス 

 心理面接のロールプレイングやグループ発表の準備など、他の受講生と協働で取り組む授

業外の課題がある。余裕を持って取り組めるよう、スケジュール調整は早めに行うこと。 

 授業で習った内容に関連することを、授業中に紹介される書籍や論文に加えて、自分なり

に参考文献を調べて、理解を深める努力が不可欠です。 

□ 成績の評価 

（１）基準 

授業への参加態度（ロールプレイングや事例検討への取り組み、リアクションペー

パーへの記入）、レポート等の課題により総合的に評価を行う。 

（２）方法 

授業への参加態度(ロールプレイングや事例検討への取り組み、リアクションペー

パーへの記入・提出で 10 点)+各教員の提示する課題（心理面接のレポートや事例に

関する課題等 15点×6)の合計をもって評点を行う。 

□ テキスト・参考書 

 テキストとして指定するものはないが、参考書は授業進度、学生の理解に合わせて、適宜、

紹介する予定である。 

〈参考書〉 

アイビィ, A. E. 福原 眞知子・椙山 喜代子・國分 久子・楡木 満生（訳編）(1985). マイ

クロカウンセリング―学ぶ‐使う‐教える技法の統合：その理論と実際― 川島書店 

乾 吉佑・氏原 寛・亀口 憲治・成田 善弘・東山 紘久・山中 康裕 (2005). 心理療法ハンド

ブック 創元社 

堀越 勝 (2015). ケアする人の対話スキル ABCD 日本看護協会出版会 

小宮 昇 (2007). やさしいカウンセリング講義 創元社 

コーリィ, M. S.・コーリィ, G. 下山 晴彦（監訳）堀越 勝・堀越 あゆみ（訳）(2004). 心

理援助の専門職になるために―臨床心理士・カウンセラー・PSW を目指す人の基本テキ

スト― 金剛出版 

□ その他 

（１）学生へのメッセージ 

 この授業では、ロールプレイングやグループワーク、ディスカッションなど、他の

受講生との交流時間の割合が多くなります。あらかじめご理解ください。 

（２）オフィス・アワー 

 各担当教員のオフィス・アワーと連絡先については、授業時に周知します。 
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３．C大学「心理演習」シラバスの例（15回授業） 

 

□ 科目名 

心理演習  

□ 授業概要  

次に掲げる事項について、具体的な場面を想定した役割演技（ロールプレイング）を行い、

事例検討をすることで、公認心理師の業務に必要な心理支援の基本的な知識および技能を習

得できるよう指導する。 

 心理に関する支援を要する者等とのコミュニケーション、心理検査および心理面接の実

施、地域支援の実施  

 心理に関する支援を要する者等の理解とニーズの把握及び支援計画の作成 

 心理に関する支援を要する者等の現実生活を視野に入れたチームアプローチ  

 多職種連携及び地域連携 

 公認心理師としての職業倫理及び法的義務への理解 

□ 授業計画  

【第1回】 第 1 回 オリエンテーション（公認心理師としての職業倫理及び法的義務への

理解） 

【第2回】 第 2 回 心理支援におけるコミュニケーション１：非言語的要素の重要性 

【第3回】 第 3 回 心理支援におけるコミュニケーション２：傾聴技法（感情反映、明確

化） 

【第4回】 第 4 回 心理支援におけるコミュニケーション３：傾聴技法（言い換え、要約） 

【第5回】 第 5 回 心理支援におけるコミュニケーション４：活動技法（探索、矛盾提示

など） 

【第6回】 第 6 回 心理支援契約に関するコミュニケーション 

【第7回】 第 7 回 心理面接のロールプレイング１：インテーク面接とケースフォーミュ

レーション 

【第8回】 第 8 回 心理面接のロールプレイング２：個人面接 

【第9回】 第 9 回 事例検討１：要支援者の理解とニーズの把握、支援計画の作成（学校

でのコンサルテーション） 

【第10回】 第 10 回 心理面接のロールプレイング３：事例検討１を想定したコンサルテ

ーション 

【第11回】 第 11 回 心理面接のロールプレイング４：事例検討１を想定した合同面接 

【第12回】 第 12 回 事例検討２：要支援者の理解とニーズの把握、支援計画の作成（医

療機関における心理支援） 

【第13回】 第 13 回 心理検査のロールプレイング：事例検討２を想定した検査 

【第14回】 第 14 回 事例検討３：多職種連携・地域連携を想定した支援計画の作成（子

育て支援） 

【第15回】 第 15 回 まとめ：学習経過の自己評価と弱点改善のための補充学習 

□ 到達目標  

 心理支援におけるコミュニケーションおよび心理面接の基本的な技法について説明、実践

ができる。 

 心理検査におけるラポール形成や有意義なフィードバックのために必要な要素を説明で

きる。 

 事例に応じた支援を行うために必要な情報や資源、多職種との連携について検討すること
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ができる。 

 公認心理師としての職業的倫理及び法的義務を理解し、それに基づく基本的な判断ができ

る。 

□ 履修上の注意  

 本科目は公認心理師国家試験受験資格取得のために必要な科目である。 

 本演習については受講制限を行う。受講の条件は別に定める。 

 心理演習はロールプレイングや事例検討を通じて心理支援の実際を身につける。そのた

め、積極的に演習に参加し、体験学習を深めることが求められる。 

 全員が安心して演習に参加できる雰囲気を受講者全員で作るよう心掛けること。 

□ 予習・復習  

【予習】テキストの該当箇所を読んでおく。テキストに該当箇所がないものについては、適

宜予習内容を指示する。 

【復習】ロールプレイングやディスカッションの内容を振り返る事後課題を実施する。 

□ 評価方法  

事後課題の内容（55％）、ロールプレイングやディスカッションへの参加の積極性・主体性

（45％） 

□ テキスト  

教科書名：カウンセリングテクニック入門 

著 者 名：大谷彰 

出版社名：二瓶社 

出 版 年（ISBN）：2004年（978-4861080111） 

その他適宜参考書の紹介、資料の配布を行う。 

 

４．D大学「心理演習」シラバスの例（30回授業） 

 

□ 授業科目名 

心理演習 

□ 授業形態 

週間授業 

□ 開講期間 

〇〇年度前期、〇〇年度後期 

□ 単位数 

2単位 

□教室 

○○○ 

□ 履修上の前提条件 

 事前に公認心理師の職責、関係行政論、事後に心理実習を履修 

 公認心理師課程の受講が認められている者のみが履修可能 

 公認心理師国家試験受験資格に必要な科目 

 「心理実習」の履修前の受講が不可欠 

□ 担当教員名 

○○○○、○○○○ 

□ 授業のテーマ 

公認心理師となるために必要な基本的知識や技能について、ロールプレイングや事例検討
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を通して修得する。 

□ 授業の目的  

公認心理師の業務に必要な心理支援に関する知識及び技能の基本的な水準の習得を目的

とする。 

心理実践力のうち、主に人間理解力、自他尊重的・共感的コミュニケーション力、他者配

慮表現力、問題題解決・発見力、社会貢献力を身につける。  

□ 到達目標（学習成果）  

次の（ア）から（オ）の事項について、具体的な場面を想定した適切な役割演技（ロール

プレイング）を行い、かつ、事例検討で取り上げ議論することができる。 

（ア）心理に関する支援を要する者等に関する以下の知識及び技能の修得 

（１）コミュニケーション 

（２）心理検査 

（３）心理面接 

（４）地域支援等 

（イ）心理に関する支援を要する者等の理解とニーズの把握及び支援計画の作成 

（ウ）心理に関する支援を要する者の現実生活を視野に入れたチームアプローチ 

（エ）多職種連携及び地域支援 

（オ）公認心理師としての職業倫理及び法的義務への理解  

□ 授業の概要 

「心理演習」では、上記の（ア）から（オ）までに掲げる事項について、具体的な場面を

想定したロールプレイングや事例検討を通じて、公認心理師の 4業務について体験する。 

ここで学ぶ内容は、知識を知的に理解するだけでなく「心理実習」において各分野の施設

で利用者や関係者とふれ合うための基本的な技能を身につける体験学習となる。各分野の施

設における実践を見学する際の意欲や関心を深めるために必要な情動を含む学習と言える。 

□ 授業の進め方と方法 

主としてロールプレイングや事例検討を用いる。  

□ 成績評価の方法と基準 

前期レポート（30％）、学年末レポート（30％）、授業への参加・貢献（40％） 

授業への参加・貢献は、ロールプレイングへの能動的な参加と関与および事例検討等にお

ける議論への積極的な参加、加えて提示資料の内容によって評価される。 

□ 試験・課題へのフィードバック  

課題については、授業中あるいは学務 webシステムによりフィードバックする。  

□ テキスト【必須購入】  

ペリー（監訳）『まんがサイコセラピーのお話』金剛出版, 2013  

□ 参考書・参考資料・参考 URL等 

講義内資料の配布や文献の紹介をする 

□ 受講する時の留意点（注意事項） 

心理職の業務では、その場に在ることがまず何よりも求められる。これは実習においても

同様である。この点に鑑みて、事前の連絡なく遅刻または欠席をした場合には「心理実習」

の履修の再考をうながす場合があることに留意してほしい。遅刻または欠席の際には、必ず

担当教員にメールにて連絡をすること。他履修者への連絡のみの場合には事前の連絡とはみ

なされない。  

□ 授業計画 
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【第1回】 テーマ オリエンテーション、心理演習について 

内 容 心理演習の意義を理解する。 

【第2回】 テーマ 公認心理師という専門職の理解 

内 容 心理に関する支援を要する者に対して関わる公認心理師とは、どのよ

うな職業観を持ち仕事を行うものなのかについて、その総論を学ぶ。  

【第3回】 テーマ 心理臨床に必要な対人コミュニケーションの基礎 1 

内 容 対象者／クライエント、多職種と出会うことと社会的なやりとりを学

ぶ。  

【第4回】 テーマ 心理臨床に必要な対人コミュニケーションの基礎 2 

内 容 相手の表現を理解する。文字通りの把握ことを超えて、文脈依存的な

その場で生じる表現から理解することを学ぶ。  

【第5回】 テーマ 心理臨床に必要な対人コミュニケーションの基礎 3 

内 容 アサーティブにふるまうことを学ぶ。  

【第6回】 テーマ 公認心理師の職業倫理及び法的義務への理解1 

内 容 インフォームド・コンセント、人権擁護、守秘義務、倫理的ジレンマ

等について事例を用いて学ぶ。関連する国内法・国際条約への理解も

深める。  

【第7回】 テーマ 公認心理師の職業倫理及び法的義務への理解2 

内 容 職業倫理や法的義務の限界と実践のはざまにあることを学ぶ。 

【第8回】 テーマ ロールプレイングによる心理面接演習 1 

内 容 代表的な心理療法やカウンセリング技法について、ロールプレイング

を用いながら習得を目指す。心理療法の流れをみる。 

【第9回】 テーマ ロールプレイングによる心理面接演習 2 

内 容 対象者／クライエントと出会うことに焦点を当てて学ぶ。 

【第10回】 テーマ ロールプレイングによる心理面接演習 3 

内 容 心理療法の導入（目的や設定）に焦点を当てて学ぶ。 

【第11回】 テーマ ロールプレイングによる心理面接演習 4 

内 容 心理療法の展開（ターニングポイント）に焦点を当てて学ぶ。 

【第12回】 テーマ ロールプレイングによる心理面接演習 5 

内 容 心理療法の終結に焦点を当てて学ぶ。 

【第13回】 テーマ ロールプレイングによる心理面接演習 6 

内 容 改めて心理療法の流れを見る。 

【第14回】 テーマ チームアプローチ・心理支援を要する者の現実生活を知る 1 

内 容 様々な要支援者の現実的な生活の様子について、疾患ごとの実例など

を用いながら理解し、その具体例をイメージできることを目指す。  

【第15回】 テーマ チームアプローチ・心理支援を要する者の現実生活を知る 2 

内 容 様々な要支援者の現実的な生活の様子について、疾患ごとの実例など

を用いながら理解し、その具体例をイメージできることを目指す。  

【第16回】 テーマ ロールプレイングによる心理検査演習 1 

内 容 検査に関する正しい施行法と、検査中の行動観察技術を会得すること

を目指す。  

【第17回】 テーマ ロールプレイングによる心理検査演習 2 

内 容 検査を正しく施行しつつ、「関与しながらの観察」を念頭に被検査者

を見守る姿勢を涵養する。  
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【第18回】 テーマ ロールプレイングによる心理検査演習 3 

内 容 検査結果の説明について演習を行う。  

【第19回】 テーマ 心理支援を要する対象者の理解 1 

内 容 要支援者の生活実態や取り巻く環境、法令等を有機的に統合する技術

の習得を目指す。  

【第20回】 テーマ 心理支援を要する対象者の理解 2 

内 容 自閉症、統合失調症、うつ病、認知症、アルコール依存などの当事者

研究を調べて発表し、議論する。 

【第21回】 テーマ 心理支援を要する対象者の理解 3 

内 容 自閉症、統合失調症、うつ病、認知症、アルコール依存などの研究を

調べて発表し、議論する。 

【第22回】 テーマ 心理支援に関するニーズ把握の手法と支援計画作成演習 1 

内 容 模擬事例を用いながら、要支援者のニーズや関係者の関心事、現実的

な制約など多面的な視点を入れた支援計画の作成過程を学ぶ。 

【第23回】 テーマ 心理支援に関するニーズ把握の手法と支援計画作成演習 2 

内 容 学校の中での心理職の動きと多職種連携について、事例に基づいて学

ぶ。 

【第24回】 テーマ 心理支援に関するニーズ把握の手法と支援計画作成演習 3 

内 容 （合同ゼミの準備）模擬事例に基づいて、多職種チームにおける心理

職としての見立てと関わりを考える。 

【第25回】 テーマ 心理支援における地域支援の在り方に関するワーク 

内 容 災害や学校におけるいじめの問題、貧困や非行犯罪といったテーマに        

おけるコミュニティ的支援方略について事例などを用いて学ぶ。 

【第26回】 テーマ チームアプローチ・多職種で関わることの意義を知る 1 

内 容 異なる背景を持つ他職種との協働について、相互の価値観を尊重しな

がら公認心理師としての職務を遂行する重要性について学ぶ。（合同

ゼミの準備） 

【第27回】 テーマ チームアプローチ・多職種で関わることの意義を知る 2 

内 容 合同ゼミ（保健医療分野における多職種連携） 

【第28回】 テーマ チームアプローチ・多職種で関わることの意義を知る 3 

内 容 合同ゼミ（保健医療分野における多職種連携） 

【第29回】 テーマ チームアプローチ・地域連携の意義を知る 

内 容 さまざまな分野の社会資源との有機的な連携の重要性について、事例        

などを用いて学ぶ。 

【第30回】 テーマ まとめ 

内 容 学習の振り返りを行う。 

□ 授業時間外学修（予習）  

事前に提示された資料に目を通し概要を説明できるようにしておくこと。（1時間程度） 

□ 授業時間外学修（復習）  

関連する図書を読み、心理実習に備えること。（1時間程度） 

□ 授業に関連する実務経験  

教員Aは、自治体および病院の心理職としての長年の実務経験をいかし、特に心理検査、

保健医療分野におけるチームアプローチや多職種連携などについて概説する。 

教員Bは、教育、保健医療、産業・労働分野の心理職としての長年の実務経験をいかし、
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特に心理学的支援法や福祉との連携について概説する。  

□ 教員への質問・相談  

授業終了時、学務 webシステムの「授業 Q&A」、さらに「オフィス・アワー」（曜日時間帯

及び場所は、学務 webシステム「教員スケジュール（「履修授業」の教員名をクリック）」し

て確認のこと）にて受け付ける。 

□ 備考  

 ルーブリック評価を活用して授業の理解度を随時確認すること。 
 事情によりシラバスの内容の一部が変更になる場合もある。 
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